
「大学コンソーシアム香川」平成２８年度総会 次第 

 

 

 

平成２８年６月１０日（金） １５時３０分～１７時（予定） 

香川県庁本館２１階特別会議室 

 

 

 

１．開会 

 

２．会長挨拶 

 

３．議事 

 

（１）平成２７年度事業報告について 

（２）平成２８年度事業計画について 

 

４．その他 
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資料６ 報告事項 

資料７ 新たな高等教育機関の制度化について（中央教育審議会答申） 
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「大学コンソーシアム香川」平成２８年度総会 配席図
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資料１ 

 

平成２７年度「大学コンソーシアム香川」事業報告 

 

 

１．大学コンソーシアム香川の設立等 

 大学コンソーシアム香川（以下「コンソーシアム」という。）の設立に向け、平成 27

年 8 月 18 日に全ての県内大学・短期大学・高等専門学校（以下「県内大学等」とい

う。）の事務担当者によるコンソーシアム設立のスケジュール、実施事業等について

の検討を行う会議を開催した。 

 平成 27 年 9 月 25 日に、コンソーシアム設立総会を開催し、コンソーシアム規約の

ほか、平成 27 年度実施事業等について、議決を行った。 

 平成 27 年 10 月 20 日に、コンソーシアム運営委員会第１回会合を開催し、平成 28

年度実施事業について、検討を行った。 

 平成 28 年 3 月 9 日に、コンソーシアム運営委員会第 2 回会合を開催し、平成 28 年

度実施事業について、検討を行った。 

 

２．平成２７年度実施事業 

 県内の高校生及び中学生（以下「県内高校生等」という。）の進学に際し、県内大学

等への興味・関心を喚起するとともに、県内大学等及び県が一同に広告を行うことで、

県内高校生等及びその保護者が県内大学等を意識し、県内大学等への認識を持つ契機

となることを目的として、平成 27 年 10 月 1 日の四国新聞に県内大学等の紹介や県の

「魅力ある大学づくり」についての広告記事を掲載した。 

 

３．魅力ある大学づくりに向けた県の関連事業 

（１）県内大学等合同進学説明会 

   県内高校生の県内大学・短期大学への興味・関心を喚起し、理解を深めること

により、県内進学者の増加を促し、若者の県内定着を促進することを目的として、

県及び県教育委員会が実施主体となり、全ての県内大学・県内短期大学による合

同進学説明会を開催した。 

   平成２７年度においては、県内高校５校（県立３校、私立２校）で合同進学説

明会を開催した。合同進学説明会の詳細は、別紙のとおり。 

（２）香川県大学等魅力づくり補助事業 

   県内大学等の活性化を図り、若者の県内定着を促進することを目的とし、県内

大学等が自らの特長を生かして行う「魅力ある大学づくり」に対して支援を行っ

た。 

   平成２７年度においては、県内大学等８校に対して、支援を行った。 



県内大学等合同進学説明会

○ ２７年度実施状況等

○27年度の実績は、5校

観音寺中央高校 高松東高校 高松西高校 高松中央高校 尽誠学園高校

実施年月日 ６月２６日 ９月１６日 １０月２２日 １２月３日 １２月７日

対象者 １～３年生
（希望者）

１年生（全員） ２年生（全員）
保護者（希望者）

１～２年生
（希望者）

２年生
（希望者）

参加人数
（実人数）

生徒 １３６名 生徒 ２９１名 生徒 ３１５名
保護者 ８４名

生徒 ２４５名 生徒 ８９名

時間 12:30～14:00

（90分）
13:30～15:25

（115分）
14:00～16:00

（120分）
11:00～12:10

（70分）
13:00～14:20

（80分）

実施形態 全体会実施
教室ごとに2コマ
（1コマ30分）

全体会実施
教室ごとに2コマ
（１コマ40分）

学部説明会実施
教室ごとに2コマ
（１コマ25分）

教室ごとに2コマ
（1コマ30分）

全体会実施
教室ごとに2コマ
（1コマ30分）

位置づけ 定期試験後の放
課後

総合学習、ロン
グホームルーム

総合学習 定期試験後の放
課後

定期試験後の放
課後



県内大学等合同進学説明会

○実施高校の感想等（全ての実施高校から「満足」の回答）

【良い点】

・学部の具体的学習内容がよく分かっていない生徒にとって、進路選択を考える上で参考となった。

・オープンキャンパスにも行ったことがない１年生にとって、良い動機づけとなった。

・１年生のキャリア教育の一環として有意義な会であった。

・今まで知らなかった地元大学等の魅力に気づくことができたという生徒の声も多数あり、有意義であった。

・生徒の進路に対する関心をより高めることができた。県内大学等に対する考え方にも影響を与えること
ができた。

【改善点・課題等】

・オープンキャンパスや他説明会との違いをどのように打ち出すのかが課題。

・４月募集では、慌ただしい時期なので、募集時期を検討してはどうか。

・機器トラブル防止のため、大学側に機器を持参いただくか、事前確認を行った方が良い。

・大学等の説明者によって、プレゼンテーションに差があった。説明内容のわかりやすさが大学等のイメー
ジに直結するため、生徒に関心を持ってもらえるようなプレゼンをお願いしたい。



[収入の部] （単位：円）

科目 予算額 決算見込額 備考

会費 2,002,000 2,002,000
県内大学等　1,002千円（@167千円×6団体）
香川県　1,000千円

繰越金 0 0

預金利子 0 38 H28.3.14　38円収入済

その他の収入 0 0

合計 2,002,000 2,002,038

[支出の部] （単位：円）

科目 予算額 決算見込額 備考

需用費 15,000 22,734
公印の購入代金　18,324
総会・運営委員会出席者への飲料代金　4,410

役務費 1,987,000 1,814,940 広告料（新聞広告掲載料）

次年度への繰越金 0 164,364

合計 2,002,000 2,002,038

大学コンソーシアム香川　平成２７年度収支決算見込書

資料２





資料３ 

平成２８年度「大学コンソーシアム香川」事業計画（案） 

 

１．平成２８年度実施事業 

（１）広報事業（新聞広告） 

   県内の高校生及び中学生（以下「県内高校生等」という。）の進学に際し、県内大学・

短期大学・高等専門学校（以下「県内大学等」という。）への興味・関心を喚起すると

ともに、県内大学等及び県が一同に広告を行うことで、県内高校生等及びその保護者が

県内大学等を意識し、県内大学等への認識を持つ契機となることを目的として、県内大

学等のオープンキャンパス・学校説明会等や県の「魅力ある大学づくり」についての広

告記事を７月に掲載する。 

 

（２）広報活動（情報提供スペース） 

   県内高校生等の進学に際し、県内大学等に対する理解を深め、県内大学等への進学者

の増加を促すことを目的として、希望する県内高校に専用の情報提供スペースを設け、

県内大学等の情報発信（学校案内、募集要項、オープンキャンパスチラシ等）を行う。 

   所定のパンフレットスタンド等から高校が希望するものを選択し、大学コンソーシア

ム香川がその経費を負担し、パンフレットスタンドを設置するとともに、県内大学等が

当該スタンドを活用し、自校の情報について発信を行う。 

   事前に行った調査では、１５校（県立１３校、私立２校）から設置希望があった。 

 

（３）県内大学等合同進学説明会 

   県内高校生の県内大学・短期大学への興味・関心を喚起し、理解を深めることにより、

県内進学者の増加を促し、若者の県内定着を促進することを目的として、大学コンソー

シアム香川が実施主体となり、引き続き、全ての県内大学・県内短期大学による合同進

学説明会を開催する。平成２８年度においては、７校（県立６校、私立１校）で実施を

予定している。 

 

３．関連事業 

（１）香川県大学等魅力づくり補助事業 

   県内大学等の活性化を図り、若者の県内定着を促進することを目的とし、県内大学等

が自らの特長を生かして行う「魅力ある大学づくり」に対して支援を行っている。 

 

（２）香川県キャンパスメンバーズ制度 

   県内大学等に在籍する学生が、栗林公園や県立文化施設（県立ミュージアム、東山魁

夷せとうち美術館）を利用しやすい環境を提供することで、学生生活をより豊かなもの

にするとともに、地域社会に関する学習の充実に役立てることを目的とした「香川県キ

ャンパスメンバーズ制度」を設け、6 月 1 日から運用を開始している。 



[収入の部] （単位：千円）

科目 予算額 備考

会費 3,360
県内大学等　1,680千円（@280千円×6団体）
香川県　1,680千円

前年度からの繰越金 164

その他の収入 0

合計 3,524

[支出の部] （単位：千円）

科目 予算額 備考

需用費 24 会議開催時の飲料等

役務費 1,900 広告料（新聞広告掲載料）

委託料 1,600 パンフレットスタンド購入・設置に要する経費（20校程度）

次年度への繰越金 0

合計 3,524

大学コンソーシアム香川　平成２８年度予算書（案）

資料４



資料５ 

 大学コンソーシアム香川会費（案） 

 

１．平成２８年度における会費については、コンソーシアムの運営、広報活動（新

聞広告及び情報提供スペース）及び県内大学等合同進学説明会に要する経費（以

下「事業費」という。）をもとに算定する。 

２．事業費の２分の１については、県が負担金として支出するものとし、当該県負

担分に香川県立保健医療大学の会費を含むものとする。 

３．事業費の２分の１については、県内大学等（香川県立保健医療大学を除く。以

下同じ。）の数で除した額を各県内大学等の会費とする。 

４．以上の結果、平成２８年度における会費については、次の表に記載の額とする。 

 

構成員の名称 会費 

香川県 1,680 千円 

香川県立保健医療大学 － 

香川高等専門学校 280 千円 

香川大学 280 千円 

香川短期大学 280 千円 

四国学院大学 280 千円 

高松大学・高松短期大学 280 千円 

徳島文理大学 280 千円 

（50 音順） 

 

５．平成２９年度以降の会費については、実施事業の内容に応じて、経費の按分方

法（学校数均等割、学生数按分等）を含め、別途、検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 大学コンソーシアム香川会費に関する規則 

 

第１条 この規則は、大学コンソーシアム香川規約（以下「規約」という。）第１３条

第１項に基づき、会費に関し必要事項を定めるものとする。 

 

第２条 会費は、大学コンソーシアム香川（以下「コンソーシアム」という。）の事業

活動に必要な費用に充てるものとする。 

 

第３条 会費の額については、事業内容等に応じて、毎年度、総会の議決を経て、事

務局から規約第４条に定める者（以下「構成員」という。）に通知する。 

 

第４条 事務局は、構成員に会費の請求を行い、構成員は、指定された期日までに会

費を納入するものとする。 

 

第５条 事務局は、納入された会費について、直ちに会費台帳（別記様式）に記載し、

その経過を明らかにしなければならない。 

 

附則 

この規則は、設立総会においてコンソーシアムの設立が議決された日から施行する。 

 



１　入学

（１）　県内大学等における入学者数

H26.4.1入学者 H27.4.1入学者 H28.4.1入学者

大学 2,090 2,098 2,077

短期大学 374 373 331

高等専門学校 296 289 292

計 2,760 2,760 2,700

（２）　県内大学等における県出身者数

H26.4.1入学者 H27.4.1入学者 H28.4.1入学者

大学 752 784 795

短期大学 333 338 302

高等専門学校 256 249 266

計 1,341 1,371 1,363

（３）　県内大学等における県出身者の割合

H26.4.1入学者 H27.4.1入学者 H28.4.1入学者

大学 36.0% 37.4% 38.3%

短期大学 89.0% 90.6% 91.2%

高等専門学校 86.5% 86.2% 91.1%

計 48.6% 49.7% 50.5%

県内大学等における入学・就職の状況

★入学者数が、対前年度比2.2ポイント減少するも、入学者に占める県出身者の割合が

対前年度比0.8ポイント増加

・平成28年4月1日の県内大学等における入学者数

対前年度比▲2.2ポイント（▲60名）減少

・平成28年4月1日の県内大学等における入学者のうち県出身者数

対前年度比▲0.1ポイント（▲8名）減少

・平成28年4月1日の県内大学等における入学者のうち県出身者の割合

資料６



２　就職

（１）　県内大学等における就職者数

H26.3卒就職者 H27.3卒就職者 H28.3卒就職者
大学 1,442 1,511 1,511
短期大学 298 335 325
高等専門学校 152 126 137
計 1,892 1,972 1,973

（２）　県内大学等における就職者のうち県出身者の数

H26.3卒就職者 H27.3卒就職者 H28.3卒就職者
大学 579 592 557
短期大学 267 314 295
高等専門学校 140 111 120
計 986 1,017 972

（３）　県内大学等における就職者のうち県出身者の割合（（２）÷（１））

H26.3卒就職者 H27.3卒就職者 H28.3卒就職者
大学 40.2% 39.2% 36.9%
短期大学 89.6% 93.7% 90.8%
高等専門学校 92.1% 88.1% 87.6%
計 52.1% 51.6% 49.3%

（４）　県内大学等における就職者のうち県内就職者の数（県外出身者含む）

H26.3卒就職者 H27.3卒就職者 H28.3卒就職者
大学 664 664 646
短期大学 266 318 296
高等専門学校 57 42 46
計 987 1,024 988

（５）　県内大学等における就職者のうち県内就職者の割合（（４）÷（１））

H26.3卒就職者 H27.3卒就職者 H28.3卒就職者
大学 46.0% 43.9% 42.8%
短期大学 89.3% 94.9% 91.1%
高等専門学校 37.5% 33.3% 33.6%
計 52.2% 51.9% 50.1%

★就職者の数に大きな変動はないが、就職者に占める県出身者の数が4.4ポイント減少

①平成27年度末の卒業者のうち、就職した者の数

対前年度比0.05ポイント（+１名）増加

②平成27年度末の卒業者であって、就職した者のうち県内出身者の数

対前年度比▲4.4ポイント（▲45名）減少

③平成27年度末の卒業者であって、就職した者のうち県出身者の割合

★就職者に占める県内就職した者の割合が1.8ポイント減少

①平成27年度末の卒業者であって、就職した者のうち県内就職した者の数

対前年度比▲3.5ポイント（▲36名）減少

②平成27年度末の卒業者であって、就職した者のうち県内就職した者の割合



（６）　県内大学等における県内就職者のうち県出身者の数（県外出身者含まず）

H26.3卒就職者 H27.3卒就職者 H28.3卒就職者

大学 486 467 442

短期大学 254 308 283

高等専門学校 55 40 44

計 795 815 769

（７）　県内大学等における県出身者のうち県内就職した者の割合（（６）÷（２））

H26.3卒就職者 H27.3卒就職者 H28.3卒就職者

大学 83.9% 78.9% 79.4%

短期大学 95.1% 98.1% 95.9%

高等専門学校 39.3% 36.0% 36.7%

計 80.6% 80.1% 79.1%

★県出身者のうち、県内就職した者が1.0ポイント減少

①平成27年度末の卒業者であって、県内就職した者のうち県出身者の数

対前年度比▲5.6ポイント（▲46名）減少

②平成27年度末の卒業者であって、県出身者が県内就職した割合












